
令和８年度　横浜市旭図書館の目標一覧

具体的取組内容（想定業務量）

・民間企業と連携した新規事業の開催(４月)

・見せ方を工夫した展示の実施（２回）

・体験型イベントの実施（８・11月）

・園芸関連の事業の実施（４・３月）

・絵本セットのＰＲ（通年）

・親子おはなし会の実施（34回）子どもおはなし会の
実施（９回）

・乳幼児向け絵本の補充・買替（50冊）

・子育て事業への協力（通年）

・事業の実施(２回)

・POPづくり講座（7月）、POPの展示（９月）

・本のテーマ展示（通年）、パネル展示（８月）

・図書館見学等、学校連携事業の実施（通年）

・講演会の開催（11月）

・大人向けおはなし会の開催（10、２月）

・朗読ボランティアによる朗読会を開催（５、10月、
３月）

・本のテーマ展示（通年）

・新規図書の購入（45冊）

・りんごの棚の広報・周知（通年）

・りんごの棚の資料を活用した図書館見学の実施
(1回)

・購入冊数70冊

・購入冊数100冊

・購入冊数40冊

・ボランティアとの協働(通年)

・旭区に関連する講演会の実施(４月)

・マップ・目標の広報・周知(通年)

・受入冊数40冊

・読書施設の会議の開催(１回)、図書館ボランティア
の交流会の開催(３回)

・関連研修の受講（１回）

・窓口用タブレットの導入・運用（11月）

・検索機講座の実施(１回)

・情報発信(通年)

8

司書の人材育成

・司書が企画・調整役として活躍できるよう、地域と連携・協働する力を育成します。

・蔵書の魅力を伝えるための展示等での企画力・演出力の向上を図ります。

9

デジタル技術の積極導入と普及推進

・窓口での利用者登録手続きのオンライン化、ペーパーレス化を推進します。

・検索機ボランティアと協力し、利用者用検索機の使い方講座を開催し、利用者の利便性を高め、読書への関心
を高めます。

・ホームページやSNS等、様々な情報ツールを活用し、図書館の情報を発信します。

・旭区にかかわりのある方を講師に招き、講演会を行い、区民の郷土への関心を高めます。

・令和７年度に完成した「旭区本と出会える場所マップ・旭区読書活動推進目標」の普及を図ります。

・郷土資料の買替等補充を行います。

6

図書館資料充実に向けた取組の実施
・一般書工学部門と横浜グリーンエクスポ開催に向けた園芸関係の資料を充実させ、区民の読書への関心を高め
ます。

・児童書(物語)を充実させ、読書への関心を高めます。

・日本紹介のコーナーを新設し、在住外国人に役立つ資料を充実させます。

7

旭区ならではの読書活動の推進

・旭図書館で活動するボランティアと協働し、利用しやすい図書館運営に努め、利用者の満足度を高めます。

5

だれもが読書を楽しむための読書支援の推進

・大活字本やりんごの棚の書籍をより充実させ、誰でも読書が楽しめる環境を向上させます。

・旭図書館や旭区読書施設に設置しているりんごの棚の周知を図ります。

・バリアフリー図書を活用した事業を実施します。

4

成人に向けた読書活動推進の取組

・読書活動推進講演会を開催し、読書への関心を高めます。

・大人が楽しめるおはなし会を開催し、読書への関心を高めます。

・大人向けの展示を工夫し、本との出会いの場を創造します。

・聞く読書である「朗読イベント」を開催し、区民の読書への関心を高めます。

3

児童・ティーンズに向けた読書活動推進の取組

・児童が楽しめるイベントを開催し、読書への関心を高めます。

・中高生を対象とした体験型イベントを実施し、読書への関心を高めます。

・児童やティーンズ向けの展示を工夫し、本との出会いの場を創造します。

・学校での読書活動推進を支援します。

2

子育て支援に向けた取組推進

・令和７年度に開始した乳幼児向け絵本セットについて、貸出促進を図ります。

・親子や子どもが楽しめるおはなし会を定期的に開催します。

・乳幼児向けの絵本の購入と、小型絵本の傷みの激しいものの買替を行います。

・区内読書関連施設の子ども向け読書イベントに協力し、子育て支援を広げていきます。

目標

1

読書活動の推進

・開館40周年を機に、新たな連携先を開拓し、企画事業等を実施します。

・図書館の蔵書をより効果的に魅せる展示を実施します。

・参加者の読書への興味や関心を引き出す体験型の事業を実施します。

・横浜グリーンエクスポ開催にむけた機運醸成のため、関連事業を実施します。


